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脳の黒色肉腫の一例
青木至，原 壮，渡辺攻，竹内龍雄，吉川広和，矢野徹
以下に述べる症例は千葉大学附属病院神経科にお
いて我々の経験した 1例である。はじめに経過の概
略を述べ，以下各自の行った各方面からの考察を述
べる。
患者は 30才の女で家族歴，既往歴には特記すべ
きことはない。生来全身に広汎な母斑を認めたが， 
現在まで特別な変化は認められなかったという。 1 
年位前から記銘力の低下l乙気付き始めた。 4カ月位
前に 2"，， 3分の意識喪失発作があり，それ以来頭痛， 
吐気が続いている。 1カ月位前から視力低下に気付
き始め，当院眼科に入院した。眼科診断は両側の乳
頭炎であった。このとき全身の母斑検査のため皮膚
科に廻され，播種状多発性色素細胞母斑と診断され
た。当科入院日再び 1 2分の意識喪失右半身痘聖書"，， 
頭痛，吐気，視力障害お27 7. S. 40. 発作があり，
よび意識喪失発作を主訴として当科に入院した。
入院時意識障害はなかったが全体としてやや，
1.，0.1(r.な印象が強かった。視力障害stumpf
0.05)，軽度の左内側斜視と右外転麻痔を認む。全身
殊に腰背部，上下肢に米粒大~半紙大の多数の色素
性母斑を認める。失認，失語は認められないが書
宇，描画は著しく稚拙である。叉，簡単な計算もよ
く出来ない。側臥位腰椎穿刺で髄液圧 280mmH20
と高いが，髄液の性状は正常である。
頭蓋骨単純撮影:松果体石灰化像の軽度の右方
偏位およびトノレコ鞍内石灰化。
脳血管撮影 (1団法): 異常なし。
脳血管連続撮影:左頭頂部後方に glioma らし
き陰影あり。
脳波:左頭頂~後頭部に異常波を認め，全体と
して器質的病変を思わせる。
99ffiTc04- isotope scanning: 異常なし。
PVG; 左側脳室後角の著しい下方圧排像。
その他記銘力検査にてはその著しい低下を認め
，こ。t
入院後頭痛，堰気， P匝吐，視力障害は次第に増悪
し，場所的時間的見当識障害，曙眠傾向が目立ち始
め， 8.25手術施行。左頭頂~後頭部より関頭する
と脳実質は強く膨隆し，硬膜を切関するに蜘由来膜下
の血管に沿って広汎な黒褐色の色素沈着を認め，穿
刺により黒褐色粘調な液体約 50cc採取し， さらに
切聞を進めると皮質下に直径約 5cm大ののう胞が
存在し，中に黒褐色泥状の物質多量を含んでいた 
が，のう胞内触診により脳室との交通は認められな 
かった。組織切片を採取し，のう胞内にドレーンを
挿入して皮下氏導き手術を終る。組織診断の結果は
黒色肉腫で、あった。
術後経過は比較的順調で，頭痛幅吐は消失し，現
在摂食，起居振舞も可能である。しかし視力.の低下
はさらに進み，約4週後には遂に盲目となった。ド
レーン挿入部皮下K水腫を認め， 1週 1回約 30cc黄
褐色透明な液を採取している。
